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７９


公開特許公報（公開番号：特許公開2001-29075）

（抜粋）


写
2007.2.1ダウンロード

1999年７月、宇垣正志氏と田中宥司氏らの共同研究「単子葉植物の超迅速形質転換法」が特許出願されたこと。

その当時、宇垣正志氏も田中宥司氏も農林水産省農業生物資源研究所の職員であったこと。

８０


表題「アグロバクテリウムによるイネの新規効率的形質転換法の開発」の文書
写
同上
農業生物資源研究所
宇垣正志氏と田中宥司氏らの共同研究「単子葉植物の超迅速形質転換法」がイネ発芽種子を用いたものであること、

上記共同研究が特許として登録されたこと。

８１


農業生物資源研究所平成13年度年報（抜粋）

写
同上
同上
宇垣正志氏と田中宥司氏らの共同研究「

イネにおけるジャスモン酸応答性遺伝子RERJ1の機能解析」の成果について、2001年、植物化学調節学会第36回大会で報告されたこと。

８２


農業生物資源研究所平成14年度年報（抜粋）

写
同上
同上
宇垣正志氏と田中宥司氏らの共同研究「

イネにおけるジャスモン酸応答性遺伝子RERJ1の機能解析」の成果について、日本農芸化学会大会で報告されたこと。


８３

の１

～２
表題「我が国独自の技術で安心な組換えイネを開発」というプレスリリース


写
平成15年12月22日発表
被告・農業生物資源研究所ほか
被告北陸センターと農業生物資源研究所らが開発した本GMイネは、独自に開発した３つの新技術から構成され、その１つが「イネ遺伝子を使った新しい組換え体の選抜技術」であること。



８４


表題「抗生物質耐性遺伝子を使わない遺伝子組換え植物選抜技術の開発に成功－イネ由来の遺伝子を活用 －」というプレスリリース
写
平成14年８月23日

発表
被告・農業生物資源研究所ほか
上記の「イネ遺伝子を使った新しい組換え体の選抜技術」が「突然変異型アセト乳酸合成酵素遺伝子、カルス特異的プロモーター、超迅速形質転換法の、各要素技術を総合化することにより達成されたものである」こと。

このうち、超迅速形質転換法は農業生物資源研究所が開発したものであること。
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８１
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８２
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